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修士論文要旨
１．序論
　IT技術の進歩により，マルチメディア学習が普及してい
る．そこで本研究では，非同期型ｅラーニング向けのマル
チメディア教材として，Shank（2005），Najjar（1998），
吉府ら（1997），丹羽（2003）が提唱する要件に従い，学習
メディアのオーサリング形態にビジネスプロセスモデル
（Business Process Model：以下BPM）を提示した場合
の学習効果について明らかにすることを目的とする．
２．研究１：BPM掲示システムの開発
　研究１では，学習の進め方をBPMとして掲示するために
BPM掲示システムを開発した．BPMは，学習のステップ
を表すBPMアクションに細分化され，BPMアクション毎
に複数の学習メディアを割り当てた．学習者は，BPMアク
ション上に表示されたアイコンをクリックすることで，そ
れぞれのアクションに対応する「テキスト教材」，「ビデオ
教材」，「他の学習者が要した作業時間」，「他の学習者が残
した成果物」，「Q&A BBS」を参照可能とした．
３．研究２：BPMを掲示した場合の学習効果の検証
　研究２では，BPM掲示システムを用いた学習効果を検証
するため，実験協力者（Ａ大学Ｂ学部 通信教育課程の学生
29名）にBPM掲示システムを使用してもらい，その後アン
ケートを実施した．アンケートの評定項目は「Ｕ：使いや
すさ」に加え，ARCSモデルを援用した「Ａ：注意」，「Ｒ：
関連性」，「Ｃ：自信」，「Ｓ：満足感」の計５項目に関し，シ
ステム全体，および各機能について，５件法で回答を求め
た．併せて，気に入ったところや，気に入らなかったとこ
ろを自由記述で回答を求めた．実験に用いた教材は「Word
のスタイル設定法と段落番号の自動挿入法」とした．
実験終了後，システム全体と各機能の有用性を検証するた
め，評定の平均値が５段階評価のうち３と等しいかについ
て，t検定を実施した．検定の結果，作業時間の閲覧機能以
外の機能は有意に高評価となった（表１）．
　また，システムの各機能がシステム全体に与える影響を
分析するため，評定項目毎に共分散構造分析を実施した（表
２）．分析の結果，「U」ではQ&A BBS機能が有意傾向と
なる正のパスを示した（p<.10）．また，「A」ではキスト教
材の閲覧機能（p<.01），「R」ではビデオ教材の閲覧機能
（p<.01），「C」ではQ&A BBS機能（p<.05），「S」ではテ
キスト教材の閲覧機能（p<.05）およびビデオ教材の閲覧
機能（p<.01）が，それぞれ有意となる正のパスを示した．
作業時間の閲覧機能と，成果物の閲覧機能には有意となる
パスは存在しなかった．
　さらに，自由記述結果は，各評定項目の評点をアイテム
としたコレスポンデンス分析を実施し，特徴となるキー
ワードを抽出した．共分散構造分析の結果と併せて考察す
れば，テキスト教材は俯瞰性の良さから予習と復習に用い
られ，ビデオ教材は操作法の分かりやすさから本学習に用
いられることが示唆された．また，Q&A BBS機能は，BPM
のアクション毎に細分化されていることが，質問のしやす
さと回答の見つけやすさにつながっていることが示された．
４．結論
　本研究の結果，システム全体，テキスト教材の閲覧機能，
ビデオ教材の閲覧機能，Q&A BBS機能は有意に高評価と
なった．また，学習メディアは，単独で用いられるのでは
なく，学習の進捗度合いにより，相互に活用されることも
示された．そのため，複数の学習メディアを統合し，マル
チメディア教材化する際の要件となるShank（2005）と
Najjar（1998）は支持されたと考えられ，その一形態とし
てBPMを掲示する意義はあるといえよう．しかし，作業時
間と成果物の閲覧機能に関しては，いずれの評定項目にも
影響を与えないことが示されたため，進捗管理の要件とな
る吉府ら（1997）と丹羽（2003）は支持されない結果となった．
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評定項目 Ｕ Ａ Ｒ Ｃ Ｓ 
4.24** 4.59** 4.69** 4.07** 4.48**システム全体 
(0.91) (0.63) (0.60) (0.70) (0.63)
4.45** 4.31** 4.45** 4.31** 4.45**
テキスト教材の閲覧機能
(0.69) (0.76) (0.63) (0.60) (0.69)
4.55** 4.55** 4.66** 4.55** 4.59**
ビデオ教材の閲覧機能
(0.63) (0.63) (0.72) (0.63) (0.73)
3.14** 2.83** 3.00** 3.28** 2.86**
作業時間の閲覧機能 
(0.79) (0.97) (0.71) (1.00) (1.03)
3.76** 3.69** 3.86** 3.86** 3.83**
成果物の閲覧機能 
(1.06) (1.07) (1.03) (0.95) (1.00)
3.86** 4.00** 4.28** 3.86** 4.03**
Q&A BBS 機能 
(0.79) (0.85) (0.84) (0.88) (0.91)
上段は評点平均，下段は標準偏差  *p < .05，**p < .01 
評定項目 χ2 df AGFI CFI RMSEA 
U 0.857 4 .948 1.000 .000 
A 1.097 3 .909 1.000 .000 
R 0.736 2 .907 1.000 .000 
C 1.461 4 .907 1.000 .000 
S 0.938 2 .886 1.000 .000 
表１　システム全体，および各機能のt 検定結果
表２　共分散構造分析のモデル適合度
